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１．はじめに
（１）背景
障害のある人のスポーツ環境は近年、新しい段
階に入ってきており、単にその場所や機会の拡充
ということだけではなく、障害のある人とない人
が共に活動するスポーツが意識されるようになっ
てきている。法律や関係する諸計画の表記からも
それがうかがえる。
具体的にみてみると、スポーツ庁による第３期
スポーツ基本計画（２０２２‐２０２６年）では「総合的
かつ計画的に取り組む１２の施策」の一つとして「ス
ポーツを通じた共生社会の実現」が示され、「障
害のある人とない人が一緒にスポーツを行えるよ
う、パラ教育の事例の収集や一般のスポーツ施策
と障害者スポーツ施策の連携を推進する」といっ
たことが明記されている。これは第１期計画（２０１２
‐２０１６年）の「健常者と障害者が同じ場所でスポー
ツを行う方法やスポーツ障害・事故防止策等につ
いて、大学等での研究成果や人材を活用する取組
を推進」と比べると、障害のある人とない人によ
るスポーツの協働がより意識された内容となって

いる（文部科学省；スポーツ庁）。
また、障害のある人の福祉を中心とした第５次
障害者基本計画（２０２３年からの５年間）では、「共
生社会の実現に向け、障害の有無にかかわらず誰
もが障害者スポーツに親しめる機会をつくる」こ
とが明記されている（内閣府 ２０２３）。これもおよ
そ２０年前の２００２年の障害者基本計画（内閣府 ２００２、
２００３）ではみられなかった注１）「共生」や「障害の
有無にかかわらず」といったことが盛り込まれて
いる。
さらに、実践、活動の実態についても２０２１年に
開催された東京オリンピック・パラリンピック
（東京 ２０２０）の前後に共生社会の実現に向けた障
害者スポーツの理解や体験に関する取り組みが各
地で行われ、障害のあるなしに関係なく多くの人
たちが参加している（内閣府 ２０２３）。

（２）問題意識
このような中、本稿では知的障害のある人のス
ポーツを支援する民間の知的障害者スポーツ組織
「スペシャルオリンピックス」が実施している「ユ
ニファイドスポーツⓇ」に着目し、関連する論文
等の検討を行う。
ユニファイドスポーツⓇは知的障害のある人と、
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ない人がチームメイトとして共に参加する形のス
ポーツの協働プログラムで、同組織が積極的に導
入、展開を進めているものである（スペシャルオ
リンピックス編２０２０）。ただし、２０２３年末のユニ
ファイドスポーツⓇの参加者は全国で約６００人（同
組織ホームページ）とそれほど多いものではなく、
かつ、拡大基調にあるようにはうかがえない。今
後の展開や参加者の拡大に向けては諸課題を明ら
かにするための調査研究が求められるが、国内で
の取り組みはまだ緒に就いたばかりで検証等は十
分に行われていない。参加人数は示されているも
のの（スペシャルオリンピックス編２０２０；同組織
ホームページ）、関係者の間で論点や課題が整理、
共有されていることは確認できない。本稿の問題
意識はここにあり、今後の詳細な調査研究に向け
た事前準備としてユニファイドスポーツⓇを先行
して導入している地域の関連研究の動向、内容を
確認する。

知的障害のある人のスポーツに関しては、社会
的な理解や実践は遅れていたが今では広く認識さ
れ、様々な形で活動が行われるようになってきて
いる。本稿で対象とするスペシャルオリンピック
スでは全国で約８千人の知的障害のある会員が地
域での日常的なスポーツに参加している（スペ
シャルオリンピックス日本編 ２０２０）。さらに、一
部ではあるもののパラリンピックでも知的障害の
種目が設定されている注２）（東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会組織委員会、日本財団パラ
リンピックサポートセンター）。知的障害のある
人にとってのスポーツ環境は以前に比べれば整備
されてきており、次は社会全体の潮流のもと、障
害のない人とのスポーツの協働を考えていくこと
が求められる。
一つの知的障害者スポーツ組織の取り組みでは
あるが、ここでの検討結果をふまえ、このあとの
調査研究、および根拠に基づいた障害のある人と
ない人によるスポーツの協働の普及・推進の一助
となることをめざす。

２．用語の確認
（１）スペシャルオリンピックス
本研究で検討対象とする「スペシャルオリン

ピックス（略称SO／エスオー）」はアメリカで起
こった活動で、１９９４年に国内で展開を始めている。
各都道府県単位に活動拠点（筆者注：同組織では
「地区組織」と称している）を置き、多くの競技・
種目を支援している。単発的、イベント的なスポー
ツではなく、知的障害のある会員（筆者注：同組
織では「アスリート」と称している、以下、本稿
ではこれを用いる）の地域での日常的・継続的な
スポーツを重視している。
その運営は、学校教育や障害児者福祉サービス
などとは直接的に連動しておらず、民間組織とし
て自主的なものとなっている。係る経費のほとん
どは活動を支援する企業・団体等からの協賛金、
寄付金で賄われ、加えて大会等の入場料や関係す
る何かの商品化、メディア等との権利、経営を意
識したものでもなく非営利なものとなっている
（仲野 ２０１２；スペシャルオリンピックス編
２０２０；田引 ２０２０）。

（２）障害と知的障害者スポーツ
近年では「障害」の表記について、「障がい」、

「しょうがい」、「障碍」などとする議論もあるが
（文化庁２０２０；内閣府２０１０）、本稿ではスポーツ基
本法などの関連法等に基づき「障害」とする。併
せて、「知的障害者」の表記は精神薄弱福祉法か
ら知的障害者福祉法への法改正（１９９９年）以前は
「精神薄弱者」という呼称であったが（中央法規
２０１０）、本稿では基本的に「知的障害」を用いる。
ただし、文献リストを含めいずれも引用等の場合
は原文通り用いる。
また、障害者のための特別なスポーツがあるわ
けではなく（大久保 ２０１２）、「知的障害者スポー
ツ」という専門競技が存在するわけでもない。そ
の上で、本稿では障害のある人が行う、または参
加するスポーツが一般的に「障害者スポーツ」と
称されていることにならい、知的障害のある人が
行う、参加するスポーツを「知的障害者スポーツ」
とする。

（３）ユニファイドスポーツⓇ

前述の通り、本稿で検討対象とするユニファイ
ドスポーツⓇは、知的障害のある「アスリート」と、
知的障害のない人（筆者注：同組織では「パート
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表１：ユニファイドスポーツⓇ論文等の概要（グループ１：身体・スポーツ）
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表２：ユニファイドスポーツⓇ論文等の概要（グループ２：インクルーシブ・ノーマライゼーション）



ユニファイドスポーツⓇに関する論文等の検討

－135－

ナー」と称する、以下、本稿ではこれを用いる）
が、共にチームメイトとしてスポーツに参加、取
り組むスタイルのものである。他のスポーツプロ
グラムと同様に、コーチの指導のもとアスリート
とパートナーは日頃から一緒に練習することで、
競技中は「チームメイト」、日常では「仲間」「友
だち」としてお互いに相手の個性を理解し、信頼
を深め、助けあう関係を構築していくという共生
社会を意識した実践的なプログラムとなっている
（スペシャルオリンピックス日本編 ２０２０）。
さらにユニファイドスポーツⓇには、①高い競
技能力を持つ知的障害のある人のパフォーマンス
を最大限に引き出す「ユニファイドスポーツⓇ・
コンペティティブ」、②技術や戦略の向上を目指
す「ユニファイドスポーツⓇ・プレーヤーデベロッ
プメント」、③社会参加やスポーツを楽しむレク
リエーションの機会としての「ユニファイドス
ポーツⓇ・レクリエーション」という３つのモデ
ルがあり、それぞれ異なる特徴を持っている。な
お、今回対象とした論文等ではこれらのモデルを
分けずに検討しているため本稿でも同様に扱う。

３．先行する海外のユニファイドスポーツⓇの知見
（１）検討方法
本稿では、ユニファイドスポーツⓇを先行して
導入している地域の関連研究の動向、内容を確認
する。対象論文等の検索について、国内の論文は

「CiNii Research（国立情報学研究所）」を用いた。
海外の論文については、米国の「Human Kinetics」、
「National Library of Medicine」を用いた。それぞ
れ検索語に「ユニファイドスポーツ」、および
「Unified Sports」を設定し、２０２４年７月、８月に
検索を行った。海外の論文を検索するのに米国の
データベースを用いたのは、本稿で対象とするス
ペシャルオリンピックスが米国発祥のものであり、
かつ、国際本部が置かれ活動を推進する中心と
なっているためである。種別、および査読の有無
は問わず、また検索結果から学会発表の抄録等と、
論文等の内容がスペシャルオリンピックス、
Special Olympicsを主たる検討対象としてないも
のは除外した。
さらに、対象とした論文等を研究目的、および
結果・結論をもとにグループ化した。

（２）結果
検索の結果、国内の論文等３本、海外の１２本の
合計１５本が検討対象となった。また、対象の論文
等をグループ化したところ、４つに分けられた。
グループ１は、参加者の身体面やスポーツ場面
の効果・影響を対象としたもので、今回の中で最
も多い８本の論文等で構成された（表１）。次の
グループ２は、インクルーシブやノーマライゼー
ションとの関係について言及したもので８本の論
文等で構成されている（表２）。なお、身体・ス

表３：ユニファイドスポーツⓇ論文等の概要（グループ３：運営マネジメント）

表４：ユニファイドスポーツⓇ論文等の概要（グループ４：先行研究レビュー）
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ポーツ面と重複して言及しているものもあった。
これらはグループ１、グループ２のどちらにも配
置した。３つ目のグループはユニファイドスポー
ツⓇの運営・マネジメントに関するものでこれは
国内の論文等２本で構成された（表３）。海外の
資料ではこの内容で検討されたものはなかった。
最後のグループ４は、ユニファイドスポーツⓇに
関する先行研究のレビュー論文等が１本だけで
あった（表４）。

４．考察
（１）知的障害者スポーツの一つのスタイルとし

てのユニファイドスポーツⓇ

障害のある人とない人が共に活動するスポーツ
について、知的障害者スポーツ組織「スペシャル
オリンピックス」による「ユニファイドスポー
ツⓇ」に着目し、関係する論文等の内容を検討し
た。その結果、参加者の身体・スポーツ面の効果
・影響やアスリートとパートナーの比較、および
インクルーシブやノーマライゼーションにつなが
るかどうかを検討した論文等が多く見られた（表
１、表２）。ユニファイドスポーツⓇを先行して導
入・展開している海外の知見がほとんどであるが、
知的障害のある人とない人によるスポーツの協働
に対してはこのような部分への関心が高いことが
うかがえる。概して、前向きな評価が報告されて
おり、社会全体の潮流とも相まって知的障害者ス
ポーツの一つのスタイルとして今後拡大していく
ことが予想される。また、海外の論文等には学校
での取り組みを検討したものもみられた。教育の
場におけるユニファイドスポーツⓇの意義を期待
してのことだと推察するが、この点、分離教育に
ついて国連からも勧告注３）を受けるぐらいの日本社
会は（朝日新聞２０２２．９．１４）もう少し関心を持っ
てもいいと考える。
ただし、このような形態のスポーツを知的障害
のある当事者が自ら望み、また、そのスポーツ要
求が充足されているかどうかまではわからない。
田引（２０２０）が指摘するように、彼らは障害特
性により自身のスポーツ要求を自覚し、また、表
出することに制約がある。将来的にみればインク
ルーシブやノーマライゼーションへの貢献は彼ら
の住む社会がより良いものにつながることになる

だろうが、「今目の前にあるスポーツ、今の活動」
に対する要求、原動力としてそれが意識されてい
るかは明確に示されていない。加えて、知的障害
のないパートナーにとっても同じようなことが考
えられる。活動を、「自分のスポーツとして楽し
んでいる」のか、あるいは「知的障害のある人の
ことや、知的障害そのものを理解するための活動」
と捉えているのか明確ではない。
スペシャルオリンピックスを対象にしたもので
はないが、澤江（２０２０）は学校でのインクルーシ
ブ体育注４）の課題として次のように報告している。

「障害特性に合わせることが必要であるこ
とを学んだが、それを意識すると指導になら
なくなった」
「授業全体の目標や内容を障害のある児童
生徒に合わせすぎてしまい、その授業の多数
を占める健常といわれる児童生徒にとって目
標や課題が合わず、彼らにとってつまらない
状況がその場を覆いつくす」

今後、国内での普及・拡大においては当事者の
スポーツ要求も考慮して、障害のある人とない人
によるスポーツの協働、および研究を進めていく
ことが望まれる。

（２）導入、運営マネジメントに関する調査研究
の必要性

ユニファイドスポーツⓇの導入や拡大、運営マ
ネジメントについて検討したものは予想よりも少
なく、国内の２本のみであった（表３）。ユニファ
イドスポーツⓇの本格的な展開が始まったのが
２０１２年の同組織国際本部のルール改訂以降（スペ
シャルオリンピックス日本編２０２０）で、実践がま
だ十分でないということが要因の一つだと考える
が、今回対象の全体では数少ない国内の論文等の
うち２本がこの点に着目していることになる。前
節で触れたような分離教育といった日本社会の事
情が背景にあるためなのか、あるいは逆に、同組
織やユニファイドスポーツⓇの発祥の地である北
米では障害のある人と、ない人によるスポーツの
協働、共生ということに障壁があまりないのか、
このあと詳細に検証していく必要がある。
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前節と同様に、スペシャルオリンピックスのユ
ニファイドスポーツⓇを対象としたものではない
が、細田ら（２０１４）はインクルーシブスポーツ注５）

について次のように指摘している。

「どのようなニーズがどこにあるのかに関
する地域ごとの調査が十分ではなく、また一
般からの関心がどの程度あるか、どのような
課題があるかに関する資料も限られている。
よって、現状評価やニーズに関する実態調査
が必要」
「インクルーシブスポーツが公的施設だけ
でなく民間スポーツクラブで行われる可能性
についての調査、インクルーシブスポーツの
実技指導にかかわる人材と共に企画立案（マ
ネジメント）のできる人材の養成に関しても
調査検討する必要がある」

また、障害のある当事者を対象としたスポーツ
庁の調査報告書（２０２４）では、障害のない人と一
緒に行う運動・スポーツの経験がある人は２割弱
となっている他、運動・スポーツの実施の障壁と
して「仲間がいない」、「一緒に運動・スポーツを
する人に迷惑をかけるのではないかと心配であ
る」があげられている。さらに、運動・スポーツ
を実施することにあたって必要とする支援・環境
・経験については、「一緒に運動をしてくれる人」、
「障害のない人と楽しくスポーツをする経験や機
会」があげられている。
双方のスポーツ要求を充足する自然な形での協
働がどのようなものなのか、何が問題・課題なの
かを明確にし、国内の事情をもとにしたユニファ
イドスポーツⓇの導入、運営マネジメントが求め
られる。

（３）ユニファイドスポーツⓇの普及・拡大に向けて
最後に今後の課題について触れておく。今回の
ユニファイドスポーツⓇの論文等に関する検討は
限られたデータベースで検索したのみで、対象は
限定的である。加えて、キーワードで抽出できな
かった論文等の中にはユニファイドスポーツⓇを
対象としたものがある可能性は否定できない。さ
らに、今回は論文等の内容を大まかにグループ化

したのみである。対象や検討方法、内容を精査す
る必要がある。
スペシャルオリンピックスのユニファイドス
ポーツⓇの取り組みや、スポーツ基本計画で示さ
れている「スポーツを通じた共生社会の実現」は、
国内ではまだ始まったばかりである。今後は、個々
の実践現場の事情に則した具体的な検証を重ね、
調査対象や方法、項目（内容）を開発していくこ
と、すなわち研究の蓄積が求められる。そのこと
がスポーツの協働の普及、拡大につながると考え
る。

〈注〉
１）２００２年の障害者基本計画では、「障害者スポーツを

より促進させることを目的に、障害者の利用しやす
い施設・設備の整備の促進及び指導員等の確保、全
国障害者スポーツ大会の充実、民間団体等が行う各
種のスポーツ関連行事を積極的な支援、日本障害者
スポーツ協会を中心とした障害者スポーツの振興、
特に普及が遅れている精神障害者のスポーツの振興
に取り組む」といった目標が掲げられていた（内閣
府２００２、２００３）。

２）具体的に東京大会の場合、全２２競技５３９種目のうち、
知的障害のある選手のために設定されていたのは、
陸上競技、水泳、卓球の３競技だけであった。さら
にその内訳は、陸上競技１６７種目のうち８種目、水
泳１３６種目のうち１０種目、卓球は３１種目のうち２種
目で、いずれも障害程度による区分はなく「知的障
害」という単一のクラスとなっていた。

３）障害者権利条約に関連して国連の審査委員会が日本
の取り組みについて審査、報告（勧告）したもので、
その中の一つで分離された特別な教育をやめるよう
に求めている。

４）澤江（２０２０）は、インクルージョンを体育場面で適
用した用語として「インクルーシブ体育」を用いて
いる。類似のものとして「用具やルールを工夫して、
障害の有無や年齢、性別等に関係なくスポーツを楽
しむことができるスポーツ（兒玉他２０２３）」、「様々
な個性や能力に関わらず、あらゆる人にとって楽し
めるスポーツ（秋政他２０１０）」としての「ユニバー
サルスポーツ」がある。

５）細田ら（２０１４）は障がいの有無を越え、さらに年齢
の壁を越えて、共に参加し、共に体を動かしゲーム
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を楽しめるスポーツを「インクルーシブスポーツ」
として用いている。この中では障がいのある人に合
わせてスポーツのルールや器具を適応させるアダプ
ティブスポーツとはやや異なるものとしている。
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